
令和８年度対ボツワナ草の根・人間の安全保障無償資金協力 

「ソロモン・ディフツォ小学校教室増築計画」贈与契約署名式の実施 

 

在ボツワナ日本国大使館 

令和８年１０月２２日 

 

 令和８年１０月２０日、令和８年度対ボツワナ草の根・人間の安全保障無償資金協力「ソロモン・

ディフツォ小学校教室増築計画」の贈与契約署名式が、在ボツワナ日本国大使館の進藤大使、バロ

ングワン運輸・インフラ省副大臣、ディフツォ首長、被供与団体ソロモン・ディフツォ小学校モレメデ

ィ校長、子ども福祉・基礎教育省及びモホディツァネ・タマハ地区評議会関係者等出席の下、同校

敷地内にて行われました。 

 

本計画は、モホディツァネ町に所在するソロモン・ディフツォ小学校に、プレハブ式教室３教室

を整備することにより、深刻な教室不足を解消し、児童に対して質の高い初等教育を提供すること

を目的としています。 

 

 署名式において、進藤大使は、質の高い教育には熱意ある教員と意欲ある児童に加え、安全で学

習に適した施設が不可欠であると述べました。また、同校では約１６７名の４年生が２教室しか使

用できず二部制での授業を余儀なくされているところ、本計画により二部制が解消され、終日の授

業が可能となることへの期待を示すとともに、人間の安全保障及び包摂的な地域開発に対する日本

のコミットメントを強調しました。 

 

 バロングワン副大臣は、日本政府及び関係者の地域開発への貢献に謝意を表明し、政府、地方当

局、伝統的指導者、保護者及び地域社会の協力の重要性を強調しました。また、式典では進藤大使

による鍬入れが行われました。 

 

 

（写真）歓迎の挨拶を行うディフツォ首長 

 

（写真）基調挨拶を行う進藤大使 



 

（写真）挨拶を行うココ・クウェネン教育地域局長代行 

 

（写真）挨拶を行うシタイェロ地区評議会事務局長 

 

（写真）謝辞を述べるバロングワン副大臣 

 

（写真）贈与契約署名の様子 

 

（写真）供与資金の目録贈呈 

 

（写真）鍬入れの様子 

 


